
資　　料

1 調査団員・氏名

2 調査行程

3 関係者（面会者）リスト

4 当該国の社会経済状況（国別基本情報抜粋）

5 討議議事録（M/D）

5-1 現地調査(2002年11月18日)

5-2 概要説明(2003年3月5日)

5-3 概要説明（第２年次）(2003年6月11日)

6 基本設計概要表

7 参考資料／入手資料リスト

8 その他の資料・情報

8-1 路線測量

8-2 地質調査

8-3 交通量調査

8-4 既存橋梁損傷調査

8-5 架橋地点の検討



資料 1　調査団員・氏名

1-1 現地調査 （平成14年 11月 5日 ～ 平成14年 12月 12日）

1 総括　：　倉科　芳朗

　　Yoshihiro KURASHINA　：　Leader

国際協力事業団　無償資金協力部　業務第三課

2 業務主任/道路交通計画　：　松澤　勝文

　　Katsufumi MATSUZAWA　：　Chief Consultant/Road Traffic Planner

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（日本工営）

3 橋梁設計　Ⅰ　：　藤沢　博

　　Hiroshi FUJISAWA　：　Bridge Designer I , FBH

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（日本工営）

4 自然条件調査Ⅰ(地形・地質)　：　五月女　正治

　　Shoji SAOTOME　：　Natural Condition Survey Engineer I (Topographic / Geology), FBH

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

5 自然条件調査Ⅱ(水文)　：　橋本　宏

　　Hiroshi HASHIMOTO　：　Natural Condition Survey Engineer II (Hydrology), FBH

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

6 橋梁設計　Ⅱ　：　立川　孝

　　Takashi TACHIKAWA　：　Bridge Designer II , RS

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

7 自然条件調査Ⅲ(地形・地質)　：　船原　拓也

　　Takuya FUNAHARA　：　Natural Condition Survey Engineer III (Topographic / Geology), RS

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（日本工営）

8 自然条件調査Ⅳ(水文)　：　藤島　正治

　　Shoji FUJISHIMA　：　Natural Condition Survey Engineer IV (Hydrology), RS

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（三井共同建設コンサルタント）

9 施工・調達計画/積算Ⅰ　：　仲野　哲人

　　Tetsuto NAKANO　：　Construction Planner/Cost Estimation Engineer I

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（日本工営）

10 施工・調達計画/積算Ⅱ　：　高山　博文

　　HirofumiTAKAYAMA　：　Construction Planner/Cost Estimation Engineer II

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）

11 業務調整　：　中村　恭揚

　　Yasuaki NAKMURA　：　Coordinator

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（日本工営）



1-2 概要説明

（平成15年 2月 26日 ～ 平成15年 3月 8日）

1 総括　：　田中　顕士郎

　　Kenshiro TANAKA　：　Leader

国際協力事業団　無償資金協力部　業務第三課

2 業務主任/道路交通計画　：　松澤　勝文

　　Katsufumi MATSUZAWA　：　Chief Consultant/Road Traffic Planner

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（日本工営）

3 橋梁設計　Ⅰ　：　藤沢　博

　　Hiroshi FUJISAWA　：　Bridge Designer I , FBH

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（日本工営）

1-3 概要説明（第２年次）

（平成15年 6月 4日 ～ 平成15年 6月 14日）

1 総括　：　中野　智

　　Satoru NAKANO　：　Leader

国際協力事業団　無償資金協力部　業務第三課

2 業務主任/道路交通計画　：　松澤　勝文

　　Katsufumi MATSUZAWA　：　Chief Consultant/Road Traffic Planner

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（日本工営）

3 橋梁設計　Ⅱ　：　立川　孝

　　Takashi TACHIKAWA　：　Bridge Designer II , RS

日本工営／セントラルコンサルタント共同企業体（ｾﾝﾄﾗﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）



資料 2　調査行程

2-1 現地調査

日順 月日 曜日 団員移動内容 宿泊地 調査内容
1 11/5 火 倉科団長,松澤,藤沢,立川,船原団員日本

発、ウィーン着
ウィーン

2 11/6 水 倉科団長,松澤,藤沢,五月女,立川,船原
ウィーン発、サラエボ着

サラエボ オーストリアJICA表敬、ウィーン大使館表敬
サラエボ大使館表敬

3 11/7 木 倉科団長,松澤,藤沢,五月女,立川 サラエボ 外務省表敬、運輸通信省表敬、道路局にインセ
プション・レポート説明・協議

五月女,船原 現地再委託見積依頼
4 11/8 金 倉科団長,松澤,藤沢 サラエボ 道路局打合せ

五月女,立川,船原バニャ・ルカ移動 バニャ・ルカ 現地調査、現地再委託見積依頼
5 11/9 土 倉科団長,松澤,藤沢 サラエボ 現地調査

五月女,立川,船原 バニャ・ルカ 現地調査
6 11/10 日 藤沢 サラエボ 資料整理

倉科団長,松澤バニャ・ルカ移動 バニャ・ルカ
五月女,立川,船原 団内打合せ、資料整理

7 11/11 月 藤沢 サラエボ 道路局打合せ、資料収集
倉科団長,松澤,五月女,立川,船原 バニャ・ルカ 道路局にインセプション・レポート説明・協議打

合せ、現地調査
8 11/12 火 藤沢 サラエボ 関係者打合せ、再委託会社打合せ、資料収集

倉科団長,松澤,五月女,立川,船原 バニャ・ルカ 現地調査、MOTC打合せ
9 11/13 水 藤沢 サラエボ 再委託会社打合せ、資料収集

倉科団長,松澤サラエボ移動
五月女,立川,船原 バニャ・ルカ 現地調査、資料収集

10 11/14 木 倉科団長,松澤,藤沢 サラエボ 現地調査、資料収集
五月女,立川,船原 バニャ・ルカ 現地調査、資料収集

11 11/15 金 倉科団長,松澤,藤沢 サラエボ 現地調査、資料収集
立川サラエボへ移動 団内打合せ
五月女,船原 バニャ・ルカ 現地調査、資料収集

12 11/16 土 倉科団長,松澤,藤沢 サラエボ 団内打合せ
立川バニャ・ルカへ移動 現地調査
五月女,船原 バニャ・ルカ 橋梁損傷調査、資料収集
橋本,藤島,仲野,中村団員日本発、ウィー
ン着

ウィーン

13 11/17 日 倉科団長,松澤,藤沢 サラエボ 団内打合せ
橋本,藤島,仲野,中村ウィーン発、サラエ
立川,船原 バニャ・ルカ 橋梁損傷調査、資料収集
五月女サラエボへ移動 サラエボ

14 11/18 月 倉科団長,松澤 サラエボ 外務省・道路局打合せ、ミニッツ(MD)サイン
藤沢,五月女,橋本,藤島,仲野,中村 道路局打合せ、現地調査、測量会社打合せ
立川,船原 バニャ・ルカ 現地調査、測量会社打合せ

15 11/19 火 倉科団長サラエボ発、ウィーン着 サラエボ
松澤,藤沢,五月女,橋本,藤島,仲野,中村 現地調査(MAC同行)、関係機関打合せ、資料収

集
藤島バニャ・ルカ移動 バニャ・ルカ
立川,船原 現地調査、資料収集

16 11/20 水 倉科団長ミラノ経由 機中
松澤,藤沢,五月女,橋本,仲野,中村 サラエボ 現地調査、資料収集
立川,船原,藤島 バニャ・ルカ 道路局打合せ、現地調査、資料収集
高山サラエボ着 サラエボ

17 11/21 木 倉科団長日本着 日本
松澤,五月女,橋本,仲野,中村 サラエボ 交通量調査、橋梁調査、資料収集
立川,船原,藤島 バニャ・ルカ 道路局打合せ、橋梁損傷調査、資料収集
藤沢,高山バニャ・ルカ移動 現地調査、団内打合せ

18 11/22 金 松澤,橋本,仲野,中村 サラエボ 道路局打合せ、資料収集
五月女,中村 交通量調査、橋梁損傷調査
立川,藤島,高山 バニャ・ルカ 現地調査、資料収集、Institute打合せ
藤沢,船原サラエボ移動 サラエボ Institute打合せ

19 11/23 土 松澤,藤沢,橋本,仲野,中村 サラエボ 道路局打合せ、資料収集
中村バニャ・ルカ移動 バニャ・ルカ
立川,藤島,高山 現地調査、資料収集
五月女,船原サラエボ発、ウィーン着 ウィーン



日順 月日 曜日 団員移動内容 宿泊地 調査内容
20 11/24 日 松澤,藤沢 サラエボ 団内打合せ

橋本,仲野バニャ・ルカ移動 バニャ・ルカ
立川,藤島,高山,中村 団内打合せ
五月女,船原ウィーン経由 機中

21 11/25 月 松澤,藤沢 サラエボ 道路局打合せ、Institute打合せ、資料収集
橋本,立川,藤島,仲野,高山,中村 バニャ・ルカ Institute打合せ、現地調査、資料収集
五月女,船原日本着 日本

22 11/26 火 松澤,藤沢 サラエボ 関係者打合せ、資料収集・整理
立川,藤島,高山,中村 バニャ・ルカ 現地調査、MOTC資料収集
橋本,仲野サラエボ移動 サラエボ 現地調査、積算関連調査

23 11/27 水 松澤,藤沢,橋本,仲野 サラエボ 関係者打合せ、資料収集・整理
立川,藤島,高山,中村 バニャ・ルカ 資料整理、交通量調査、MOTC資料収集

24 11/28 木 松澤,藤沢,橋本,仲野 サラエボ 関係者打合せ、資料収集・整理
立川,藤島,高山,中村 バニャ・ルカ 資料整理、交通量調査

25 11/29 金 藤沢,橋本,仲野 サラエボ 現地調査(Institute)、資料整理、積算関連調査
松澤バニャ・ルカ移動 バニャ・ルカ
立川,藤島,高山,中村 サラエボ 現地調査、資料整理、積算関連調査、交通速度

調査
26 11/30 土 藤沢,橋本,仲野 サラエボ 資料整理

松澤,立川,藤島,高山,中村 バニャ・ルカ 現地調査、資料整理
27 12/1 日 藤沢,橋本,仲野 サラエボ 団内打合せ、資料整理

松澤,立川,藤島,高山 バニャ・ルカ 団内打合せ、資料整理
中村サラエボ移動 サラエボ

28 12/2 月 藤沢,橋本,仲野,中村 サラエボ 現地調査、資料収集、資料整理
松澤,立川,藤島,高山 バニャ・ルカ 現地調査、資料整理

29 12/3 火 藤沢,橋本,仲野,中村 サラエボ 測量・地質調査打合せ、資料収集・整理
立川 バニャ・ルカ 道路局打合せ、資料整理
松澤,藤島,高山サラエボ移動 サラエボ

30 12/4 水 松澤,藤沢 サラエボ Institute打合せ、資料収集・整理
立川 バニャ・ルカ 道路局打合せ、MOTC打合せ、資料整理
橋本,藤島,仲野,高山,中村サラエボ発、
ウィーン着

サラエボ

31 12/5 木 松澤,藤沢 サラエボ 道路局打合せ、資料整理
立川 バニャ・ルカ 道路局打合せ、Police Office資料収集
橋本,藤島,仲野,高山,中村ウィーン経由 サラエボ

32 12/6 金 松澤,藤沢 サラエボ 道路局打合せ、Institute打合せ、資料整理
立川 バニャ・ルカ 道路局打合せ、ボーリング打合せ
橋本,藤島,仲野,高山,中村日本着 サラエボ

33 12/7 土 松澤,藤沢 サラエボ 資料整理
立川サラエボ移動 ボーリング打合せ、資料整理

34 12/8 日 松澤,藤沢,立川 サラエボ 団内打合せ
35 12/9 月 松澤,藤沢,立川 サラエボ 道路局打合せ、サラエボ大使館報告、運輸通信

省挨拶
36 12/10 火 松澤,藤沢,立川サラエボ発、ウィーン着 ウィーン 外務省挨拶
37 12/11 水 松澤,藤沢,立川ウィーン経由 機中 オーストリアJICA報告、ウィーン大使館報告
38 12/12 木 松澤,藤沢,立川日本着 日本



2-2 概要説明

日順 月日 曜日 団員移動内容 宿泊地 調査内容
1 2/26 水 田中団長,松澤,藤沢団員日本発、ウィー

ン着
ウィーン

2 2/27 木 田中団長,松澤,藤沢ウィーン発、サラエボ
着

サラエボ JICAオーストリア事務所表敬、
在サラエボ日本大使館表敬

3 2/28 金 田中団長,松澤,藤沢 サラエボ BiH外務省表敬、通信運輸省表敬
FBH道路局表敬・DF/R説明

4 3/1 土 田中団長,松澤,藤沢 サラエボ 現地踏査（ボガティチ橋、オサニッチャ橋）

5 3/2 日 田中団長,松澤,藤沢バニャ・ルカ移動 バニャ・ルカ 現地踏査（ドボイ橋、モドリッチャ橋）

6 3/3 月 田中団長,松澤 サラエボ RS運輸通信省表敬
藤沢 再委託管理
田中団長,松澤,藤沢サラエボ移動

7 3/4 火 田中団長,松澤,藤沢 サラエボ RS運輸通信省道路局 DF/R・ﾐﾆｯﾂ協議
FBH道路局DF/R・ﾐﾆｯﾂ協議

8 3/5 水 田中団長,松澤,藤沢 サラエボ ミニッツ(MD)署名
OHR協議

9 3/6 木 田中団長,松澤,藤沢サラエボ発、ウィーン
移動

ウィーン 在サラエボ日本大使館報告、SFOR協議

10 3/7 金 田中団長,松澤,藤沢ウィーン発 機中 JICAオーストリア事務所報告
在ウィーン日本大使館報告

11 3/8 土 田中団長,松澤,藤沢日本着 日本

2-3 概要説明（第２年次）

日順 月日 曜日 団員移動内容 宿泊地 調査内容
1 6/4 水 中野団長,松澤,立川団員日本発、ウィー

ン着
ウィーン

2 6/5 木 中野団長,松澤,立川ウィーン発、サラエボ
着

サラエボ JICAオーストリア事務所表敬、在ウィーン日本大
使館表敬、BiH外務省表敬

3 6/6 金 中野団長,松澤,立川 サラエボ 運輸通信省表敬、道路局表敬、在BiH日本大使
館表敬

4 6/7 土 中野団長,松澤,立川 サラエボ 現地踏査（ボガティチ橋、オサニッチャ橋）

5 6/8 日 中野団長,松澤,立川バニャ・ルカ移動 バニャ・ルカ 現地踏査（ドボイ橋、モドリッチャ橋）

6 6/9 月 中野団長,松澤,立川道路局打合せ バニャ・ルカ RS運輸通信省表敬
RS運輸通信省道路局打合せ・DF/R説明

松澤,立川再委託管理 再委託管理

7 6/10 火 中野団長,松澤,立川 バニャ・ルカ RS運輸通信省道路局打合せ

8 6/11 水 中野団長,松澤,立川 バニャ・ルカ RS運輸通信省道路局打合せ

中野団長、松澤、立川バニャ・ルカ発、ザ
グレブ移動

ミニッツ(MD)署名

9 6/12 木 中野団長、松澤、立川ザグレブ発、ウィー
ン移動

ウィーン 移動

10 6/13 金 中野団長、松澤、立川
中野団長ウィーン発、ロンドン経由
松澤、立川ウィーン発

機中 JICAオーストリア事務所報告
在ウィーン日本大使館報告

11 6/14 土 中野団長,松澤,立川日本着 日本



    資料 3　関係者（面会者）リスト

 3-1 現地調査 （平成14年 11月 5日 ～ 平成14年 12月 12日）

在ウィーン日本国大使館 Embassy of Japan in Austria
宮崎　和政 一等書記官

中津川　伸一 一等書記官

国際協力事業団 Austria Office, Japan International Cooperation Agency (JICA)
オーストリア事務所 村岡　敬一 所長

鈴木　昭彦 所員

相原　泰章 企画調査員

アルトマン　優子 研修コーディネーター

在サラエボ日本国大使館 Embassy of Japan in Bosnia and Herzegovina
難波　光則 臨時代理大使（～2002年12月初旬）

小滝　義昭 臨時代理大使（2002年12月初旬～）

川本　寛之 三等書記官

Ms. Mirjana Vlaski Program Coordinator（在外専門調整員）

外務省 MOFA : Ministry of Foreign Affair, Bosnia and Herzegovina
Ms. Lidija Topic Acting Assistant Minister

Department for Multilateral Relations, Reconstruction Unit
Mr. Mirza Pinjo Minister-Counselor，Head of the Unit
Ms. Biljana Grujic Associate Expert

民生通信省 MOCA : Ministry of Civil Affairs and Communications, Bosnia and Herzegovina
Mr. Milan Lovric Deputy Minister
Mr. Kemal Karkin Director of Project Implementation Unit
Mr. Nemanja Durovic Deputy of Director

FBH運輸通信省 MOTC : Federal Ministry of Transport and Communications
Mr. Besim Mehmedic Minister

FBH道路局 FBHRD : Road Directorate, Federation of Bosnia and Herzegovina
（FBHRD:実施機関） Mr. Arif Dilberovic Acting General Director

Mr. Amra Smailagic Adviser
Mr. Muhamed Halepovic Bridge Project Manager
Ms. Redsjc Semha 環境担当

RS運輸通信省 MOTC : Republic of Srpska, Ministry of Transport and Communications
Mr. Zdravko KramanovicDeputy Minister

RS運輸通信省道路局 RSRD : Road Directorate, Ministry of Transport and Communications, Republic of Srpska
（RSRD:実施機関） Mr. Dragon Mihajlovic Deputy Director, Project Implementation Directorate

Mr. Nebojsa Prostran Department for Maintenance and Road Protection
Mr. Igor Jokanovic Traffic Engineer Dept. Planning & Development
Mr. Stevo Doboj
Mr. Slavko Doboj

上級代表事務所 OHR : Office of High Representative
Mr. Richard Westler Secretary General, Communication on Public Corporations

和平安全化部隊 SFOR : Peace Stabilization Force, Bosnia and Herzegovina
Ms. Dijana Trivakovic - LSenior Engineer Consultant
Mr. Jonathan Roose Maj, UK army Staff Officer Plans

欧州連合 EU : European Union
Mr. Goran Filipovic Task Manager for Transport Sector



《米》国際開発庁 USAID : United States Agency for International Development
Mr. Peter S. Flynn Sr. Program Coordinator
Ms. Dunja Aganovic Senior Engineer

地雷調査センター MAC : Mine Action Centre, BiH (Sarajevo)
Mr. Nermin Hadzimujagi Deputy Director
Mr. Tarik Serak Department Chief
Mr. Danislav Juric Department Chief
Ms. Sanja Nizic Interpreter
Ms. Misad Herceqlis Surveyor

MAC : Mine Action Centre, Bajna Luka
Mr. Alexander Kosici
Mr. Milan
Mr. Yugoslav

材料試験室：サラエボ大学 imk : Institute for Materials and Structures, Faculty of Civil Engineering, University Sarajevo
Mr. Davorin Loncaric Director, Senior Lecturer
Mr. Dzemal Sarajcic Consulting Engineer

気象協会：サラエボ大学 Federal Meteorological Institute BiH, Sarajevo
Mr. Zeljko Majstorovic Head of Climatolological Department

---, Sector Meteorological
---, Sector Hydrological

Mr. Ivan Brecek Seismologist, Sector Seismology

統計資料事務所 Federal Office of Statistics

サバ川公社 Public Enterprise "VODNO PODRUCJE SLIVOVA RIJEKE SAVE", Sarajevo
Mr. Nedzad Vilic Civil Engineer

トルノボ市 Municipality  Trnovo  (Naocelnk Staba)
Mr. Berilo Emin

鉄道公社 BiH Railway Public Corporation
Mr. Frauk Curcic Vice General Manager
Mr. Bane Nikcevic Vice General Manager

材料・建設試験協会 Instutut za ispitivanje materijala i konstrukcija, Bnja Luka 
(Institute for Materials and Constructions Testing)

Mr. Nedeljko Gajic Director
Mr. Bundalo Nedeljko



 3-2 概要説明 （平成15年 2月 26日 ～ 平成15年 3月 8日）

在ウィーン日本国大使館 Embassy of Japan in Austria
上田　晋 二等書記官

国際協力事業団 Austria Office, Japan International Cooperation Agency (JICA)
オーストリア事務所 村岡　敬一 所長

鈴木　昭彦 所員

相原　泰章 企画調査員

在サラエボ日本国大使館 Embassy of Japan in Bosnia and Herzegovina
川本　寛之 三等書記官

Ms. Mirjana Vlaski Program Coordinator（在外専門調整員）

外務省 MOFA : Ministry of Foreign Affair, Bosnia and Herzegovina
Ms. Lidija Topic Acting Assistant Minister

Department for Multilateral Relations, Reconstruction Unit
Mr. Mirza Pinjo Minister-Counselor，Head of the Unit
Ms. Biljana Grujic Associate Expert

民生通信省 MOCT : Ministry of Communications and Transport
旧 MOCA : Ministry of Civil Affairs and Communications, Bosnia and Herzegovina

Mr. Milan Lovric Deputy Minister
Mr. Kemal Karkin Director of Project Implementation Unit
Mr. Nemanja Durovic Deputy of Director

FBH運輸通信省 MOTC : Federal Ministry of Transport and Communications
Mr. Besim Mehmedic Minister

FBH道路局 FBHRD : Road Directorate, Federation of Bosnia and Herzegovina
（FBHRD:実施機関） Mr. Arif Dilberovic Acting General Director

Mr. Amra Smailagic Adviser
Mr. Muhamed Halepovic Head of Design & Road Construction Section
Mr. Esad Osmanbegovic Secretary

RS運輸通信省 MOTC : Republic of Srpska, Ministry of Transport and Communications
Mr. Zdravko KramanovicDeputy Minister

RS運輸通信省道路局 RSRD : Road Directorate, Ministry of Transport and Communications, Republic of Srpska
（RSRD:実施機関） Mr. Dragon Mihajlovic Deputy Director, Project Implementation Directorate

Mr. Nebojsa Prostran Department for Maintenance and Road Protection

上級代表事務所 OHR : Office of High Representative
Mr. Richard Westler Secretary General, Communication on Public Corporations

和平安全化部隊 SFOR : Peace Stabilization Force, Bosnia and Herzegovina
Ms. Dijana Trivakovic - LSenior Engineer Consultant
Mr. Andrew Teeton Maj, UK army Staff Officer Plans
Mr. Attila CSURGO Maj, HU Army SO OPS

材料試験室：サラエボ大学 imk : Institute for Materials and Structures, Faculty of Civil Engineering, University Sarajevo
Mr. Davorin Loncaric Director, Senior Lecturer

鉄道公社 BiH Railway Public Corporation
Mr. Frauk Curcic Vice General Manager



 3-3 概要説明（第２年次） （平成15年 6月 4日 ～ 平成15年 6月 14日）

在ウィーン日本国大使館 Embassy of Japan in Austria
上田　晋 二等書記官

国際協力事業団 Austria Office, Japan International Cooperation Agency (JICA)
オーストリア事務所 村岡　敬一 所長

鈴木　昭彦 所員

相原　泰章 企画調査員

在サラエボ日本国大使館 Embassy of Japan in Bosnia and Herzegovina
小滝　義昭 臨時代理大使

川本　寛之 三等書記官

Ms. Mirjana Vlaski Program Coordinator（在外専門調整員）

外務省 MOFA : Ministry of Foreign Affair, Bosnia and Herzegovina
Department for Multilateral Relations, Reconstruction Unit
Mr. Mirza Pinjo Minister-Counselor，Head of the Unit
Ms. Biljana Grujic Associate Expert

通信運輸省 MOCT : Ministry of Communications and Transport
旧 MOCA : Ministry of Civil Affairs and Communications, Bosnia and Herzegovina

Mr. Nemanja Durovic Deputy of Director
Mr. Zoran Jelic Deputy of Director

FBH道路局 FBHRD : Road Directorate, Federation of Bosnia and Herzegovina
（FBHRD:実施機関） Mr. Amra Smailagic Adviser

Mr. Muhamed Halepovic Head of Design & Road Construction Section

RS運輸通信省 MOTC : Republic of Srpska, Ministry of Transport and Communications
Mr. Dragan Solaja Minister
Mr. Miroslav R. Cicic Assistant of Minister of Roadway's-Traffic
Mr. Sreten Blagojevic Political Advisor

RS運輸通信省道路局 RSRD : Road Directorate, Ministry of Transport and Communications, Republic of Srpska
（RSRD:実施機関） Mr. Nemanja Vasic Director

Mr. Dragon Mihajlovic Deputy Director, Project Implementation Directorate
Mr. Nebojsa Prostran Department for Maintenance and Road Protection
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資料 6  基本設計概要表 

基本設計概要表 

1. 協力対象事業名 
ボスニア・ヘルツェゴビナ国ドボイ橋及びモドリッチャ橋建設計画 
2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1) 我が国が援助することの必要性・妥当性 
旧ユーゴ問題は、欧州が主要な役割を果たす中で、国際社会が協調して取り組むべき問題であるとの

観点から、‘96 年以降、経済協力政策協議や支援国会合での対話を重ねつつ、基礎生活分野、復旧・

復興の観点からのインフラ整備を中心に援助を実施してきている。 
 
(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 
ボスニア・ヘルツェゴビナ国（以下「ボ」国）では、1992 年から 1995 年まで続いた紛争により多く

の橋梁が破壊されたほか、保守管理の欠如による老朽化が進んでいる。同国は、鉄道輸送がほとんど

機能していない内陸国であり、もっぱら道路輸送が中心となっているが、破壊または老朽化した橋梁

は輸送網のボトルネックとなっている。 
 
このような状況は、「ボ」国（ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（以下「ボ」連邦）とスルプスカ共和

国（以下「ス」共和国）の２つのエンティティーおよびブルチコ行政区で構成）における各民族居住

地域間の往来に大きな障害をもたらすと同時に、難民帰還および民族和解の促進を阻害する要因の一

つとなっている。また、上記課題とともに、国際社会から求められている自立可能な経済を確立して

いく上でも、基礎インフラである道路網を整備していくことは喫緊の課題である。 
 
既設ドボイ橋は古い設計基準による橋梁であり、現在の通過車両の重量や形状に適合していない。さ

らに、内戦時の軍用重車両通行による上部工のひび割れ、遊離石灰、鉄筋の腐食、下部工のコンクリ

ート劣化等老朽化が著しく、既設ドボイ橋には通行車両重量に制限が設けられている。そのため、重

車両通行が可能となるよう SFOR によって仮設橋が架けられたが、洗掘によると考えられる橋脚の

傾斜のために仮設橋にも重量制限が実施された。 現在、重車両は約 10km 下流の橋まで迂回を余儀

なくされている。一方、既設モドリッチャ橋は軍用重車両の通行、爆撃の影響等によると考えられる

上部工の著しい損傷のため車両通過に伴う振動が大きく、構造破壊や落橋の危険性を有している。こ

れら 2 橋梁を含む道路線形は橋の前後でほぼ直角に曲がるクランク状になっており、国際道路として

の設計速度(80km/h)を満足していない。このため通過車両は 30km/hr 程度に減速を余儀なくされて

おり国際道路上の隘路となっている。 
 

ドボイ橋は主要道路 M4-3、モドリッチャ橋は欧州幹線自動車道 E73 にそれぞれ位置し、国内経済、

国民生活の基盤である。本復旧は対象橋梁の構造的信頼性を高め、安全な通行や物流の活性化に寄与

する。この裨益効果は｢ボ｣国広域にもたらされる。 
 
3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 
「ス」共和国においてドボイ橋およびモドリッチャ橋を改修することにより、「ス」共和国および「ボ」

連邦において安全で円滑な交通を確保することを目的とする。 
4. 協力対象事業の内容 
(1) 対象地域 
「ス」共和国のドボイ郡およびモドリッチャ郡、「ボ」連邦のテザニ郡、ツヅラ郡、スレブレニック

郡およびオラスニェ郡 
(2) アウトプット 
「ス」共和国内の国道に位置するドボイ橋(橋長 200m)および国際幹線道路上に位置するモドリッチ

ャ橋(橋長 240m)が整備される。 
(3) インプット 
[日本側] 
ドボイ橋（取付道路を含む総延長：350m）およびモドリッチャ橋（取付道路を含む総延長：390m）

の新設。 



 
 
[「ボ」国側] 
・ドボイ橋の接続道路（延長 807m）の新設、線路下横断路（延長 43m）の新設、交差点 1 箇所の改

良および交差点 1 箇所の新設 
・モドリッチャ橋の接続道路（延長 1,510m）の新設、交差点 1 箇所の改良および交差点 1 箇所の新

設 
(4) 総事業費 
概算事業費 13.02 億円（日本側 10.29 億円、「ボ」国側 2.73 億円） 
(5) 工期 
実施設計期間を含め 32 ヶ月（予定） 
(6) 実施体制 
主管官庁：「ス」共和国運輸通信省 
実施機関：「ス」共和国運輸通信省道路局 
5. プロジェクトの成果 
(1) プロジェクト裨益対象の範囲および規模 
裨益地域：「ス」共和国のドボイ郡およびモドリッチャ郡、「ボ」連邦のテザニ郡、ツヅラ郡、スレブ

レニック郡およびオラスニェ郡 
直接裨益人口： 
・ ドボイ橋建設による裨益人口：43.2 万人* 
・ モドリッチャ橋建設による裨益人口：26.2 万人* 

*出典：ＪＩＣＡ交通運輸マスタープラン開発調査 
 
(2) 事業の目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標 

重車両（20t 以上）の 
迂回状況の改善* 

走行速度（設計速度） 
の改善  **

（単位：km/hr） 

すれ違い待ち 
滞留台数の改善 

（単位:日最大台数）***  
現在 

2002 年 
完成後 
2004 年 

現在 
2002 年 

完成後 
2004 年 

現在 
2002 年 

完成後 
2004 年 

ドボイ橋 有（20km） 無 34 80 14**** 0 

モドリッチャ橋 無 無 43 80 0 0 
*   迂回状況：既設ドボイ橋および SFOR の仮橋の通行車両には重量制限(20t)が設けられており、完成後には重車両が

10km 下流の橋まで迂回している状況が解消される。 
**  走行速度：直角に曲がるクランク状の道路線形によって速度減速を余儀なくされている状況が解消される。現在の

速度は乗用車の橋梁通過時の平均速度。完成後は設計速度（80km/hr）が上限となる。 
*** すれ違い待ち滞留台数は日最大値。 
**** SFOR の仮橋で測定。 

6. 外部要因リスク 
「ス」共和国により接続道路が適切に建設される。 
改修された橋梁の維持管理を「ス」共和国側が適切に行う。 
7. 今後の評価計画 
(1) 事後評価に用いる成果指標 
・重車両（20t 以上）の迂回状況 
・走行速度 
・すれ違い待ち滞留台数 
(2) 評価タイミング 
2007 年（供用開始）以降 
 



資料 7　参考資料／入手資料リスト （収集／作成資料）

収　集　資　料　リ　ス　ト　（収集資料） 2002 年 12月 18日  作成

主管部長 文書管理課長 主管課長 　情報管理課長 図書資料室受付印

プロジェクトID ボスニア・ヘルツェゴビナ国 調査団番号

地　域 中欧 調査団 ボスニア・ヘルツェゴビナ国橋梁建設基本計画設計調査 調査の種類 橋梁開発基本設計 担当部課 　無償資金協力部　第三課

国　名 ﾎﾞｽﾆｱ・ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ 配属機関名 現地調査期間 平成14年 11月5日 ～ 平成15年 3月 31日 担当者氏名 田中

番号 資　料　の　名　称 発行年 版型 ページ オリジナル 部数 収集先名称叉は発行機関 寄贈・購入 利用 利用者 納　入
数 ･コピーの別 (価格)の別 取扱区分 表示 所属氏名納入予定日 確認欄

1 Statistical Yearbook Sarajevo, 2001 報告書 2001 B5 456 オリジナル 1 Federal Office of Statistics 寄贈

2 気象関連資料 Meteorological, Hydrological and Seismological Data 資料 2002 A4 26 コピー 1 Federal Meteorological Institu 寄贈

3 マニュアル 2002 A4 131 オリジナル 1 The Regional Environmental C 寄贈

4 マニュアル 1974 A4 350 コピー 1 Federation コピー

5 マニュアル 1974 A4 50 コピー 1 Federation コピー

6 マニュアル 1995 A4 493 コピー 1 Jugoslovenskih コピー

7 Beton (Concrete) and Armirani Beton 1 Osnove Proracuna I Konstruisanje マニュアル 2000 B5 770 製本 1 Jugoslovenskih, Beograd 購入

8 Beton (Concrete) and Armirani Beton 2 Trimeri i Prilozi マニュアル 2000 B5 702 製本 1 購入

9 English -Bosanski　Dictionaryｌｙ 辞書 2000 A5 981 製本 1 購入

10 Newapaper : Low of Urban Planning 新聞 2002 B5 55 新聞 1 購入

11 Newapaper : Low of Built 新聞 2002 B5 55 新聞 1 購入

12 報告書 2002 A4 57 オリジナル 1 購入

13 報告書 2001 A4 263 オリジナル 1 購入

14 報告書 － A4 － コピー 1 寄贈

15 書類 2000 A4 1 コピー 1 寄贈

16 報告書 2002 A4 30 コピー 1 寄贈

18 報告書 2002 A4 50 コピー 1 寄贈

20 報告書 － A4 1 コピー 1 寄贈

21 地図 － A3 1 コピー 1 寄贈

22 地図 2002 A3 1 コピー 1 寄贈

23 地図データ 2002 A1 － コピー 1 寄贈

24 地図データ 2002 A1 － コピー 1 寄贈

25 地図データ 2002 A1 － コピー 1 寄贈

26 報告書 2002 A4 22 コピー 1 寄贈

27 報告書 2002 A4 22 コピー 1 寄贈

Idejno Urbanisticko Rjesenje Saobracajnice Mosta U Doboj 道路局

Idejno Urbanisticko Rjesenje Saobracajnice Mosta U Modrici 道路局

道路局

新Modorica 橋 道路計画図 道路局

新Doboj 橋 道路計画図 道路局

道路局

Seizmoloska Karta Bosne I Hercegovine

Doboj 鉄塔位置図 電力省

MOTC

EIA関連資料 MOTC

水門、気象協会の資料 MOTC

THE REPUBLIKA SRPSKA   INSTITUTE OF
STATISTICS

The Monthly Statistical Review 2001 1～4 THE REPUBLIKA SRPSKA INSTITUTE OF
STATISTICS

道路・橋梁設計基準（Yus) 道路局

Jugoslovenskih, Beograd

Jugoslovenskih, Beograd

Federation

Federation

形態（図書・ビデ
オ・地図・写真

等）

The Manual on Necessary Environmental Approximation to European Union
Environmaental Legislation for Bosnia-Herzegovina
Contractural Documents for Construction, Reconstruction and Modernization of
Roads in SR BiH Volume II Description of Works with Technical Conditions

Contractural Documents for Construction, Reconstruction and Modernization of
Roads in SR BiH Volume IV Bill of Quantities for Construction of Bridges
Jugoslovenskih Pravilnika i Standarda za Gradevinske Konstrukcije, Knjiga 1 Dejstva
na Konstrukcije (Beograd 1995)

The Monthly Statistical Review 2002 1～2

Doboj，Modorica 既設水位測定地点の100年確率における回答

地震強度分布図

新Doboj 橋 道路計画図
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